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インターバンクの声 （2017 年 2 月 1 日） 
 

トランプ米大統領の入国管理強化による混乱を嫌気して円高・ドル安傾向になって

いた円相場だったが、昨日のアジア時間では 113 円台での値動きに終始し、そろそ

ろドルを買っても良さそうな雰囲気も漂い始めていた。しかし、ここで再び相場を動

かしたのはトランプ米大統領のドル高けん制発言だった。 

米製薬業界幹部との会合で他国が通貨安に依存していることに言及、中国と日本

を名指した上に、特に「日本は何年もやってきたことだ」とまで述べたのだ。円相場

は 113 円台前半から一気に 112 円台前半まで上昇してしまった。 

昨夜は米国家通商会議（NTC）のピーター・ナバロ委員長が英紙フィナンシャル・タ

イムズのインタビューで「ドイツが大幅に過小評価されているユーロによって欧州連

合（EU）と米国を食い物にしている」と述べたことも伝わっている。 

いよいよ米新政権が中国、ドイツ、日本の為替政策に対して本格的に攻撃態勢に

入り始めたのかも知れない。為替面での批判の矛先は中国が大本命のようだが、ド

イツや日本へも批判を強めてくれば、短期的にはドルの上値は限られそうだ。 
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